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市民税
29 億 3,657 万円

固定資産税
33 億 7,584 万円

軽自動車税
1億 3,735 万円

平成30年度

平成 30 年度は前年度に比べ、約 7億 450 万円の増額となり
ました。
・大仁小学校トイレ改修の竣工及び新火葬場造成工事着手により「市債」
が 3億 2,000 万円の増
・市内私立こども園建設費の補助により「国庫補助金」が 2億 1,000 万
円の増
・地方交付税のうち「普通交付税」が 1億円の増

会計区分 歳入 歳出
国民健康保険 63 億 3,515 万円 61 億 6,114 万円
後期高齢者医療 5億 7,210 万円 5億 7,050 万円
介護保険 40 億 6,552 万円 39 億 2,964 万円
楠木及び天野揚
水場管理

1,970 万円 1,751 万円

簡易水道等事業 2億 7,274 万円 2億 2,865 万円
下水道事業 13 億 6,120 万円 13 億 3,230 万円

会計区分 収入 支出
上水道事業
収益的

6億 9,848 万円 5億 8,396 万円

上水道事業
資本的

1,431 万円 2億 8,311 万円

市
議
会
９
月
定
例
会
で
、
伊
豆
の
国
市
の
平
成
30
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
と
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
市
に
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か

と
い
う
『
市
の
家
計
簿
』
の
こ
と
で
す
。
昨
年
度
１
年
間
の
、
市
の
家
計
の
や
り
く
り
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

一 般 会 計

公営企業会計

民生費
71億 7,487 万円
37.6％

　　　　教育費
18億 8,964 万円

9.9％

　　　　　　　公債費
17億1,302万円　9.0％

消防費　9億 1,512 万円　4.8％

土木費
17 億 4,520 万円　9.2％

その他　1億 7,406万円　0.9％

人件費
28 億 4,930 万円
14.9％

扶助費
37 億 8,381 万円
19.9％

公債費
17 億 1,302 万円　9.0％

物件費
32 億 8,092 万円
17.2％

普通建設事業費
19億 2,703 万円
10.1％

補助費等
20億 9,626 万円

11.0％

繰出金
23 億 5,061 万円

12.3％　

問 財務課
☎ 055-948-1414

市たばこ税
3億 3,790 万円

入湯税
9,239 万円

目的別

性質別

歳出 190億6,702万円
391,633 円／市民一人当たり

歳入 198億 669 万円
406,825 円／市民一人当たり

総務費
29億 6,278 万円
15.5％

衛生費
16 億 5,580 万円　8.7％

合計 68 億 8,005 万円
市税の内訳

平成 30 年度は前年度に比べ、約 5億 9,500 万円の増額とな
りました。
歳出を目的別に見ると
・ 市内私立こども園建設費の補助及び医療費扶助の増に伴い「民生費」が
3億 9,000 万円の増
・大仁小学校トイレ改修の竣工及び教育施設空調設備工事着手に伴い「教
育費」が 1億 8,000 万円の増

地方公共　団体の中
心となる　会計で、
市政運営　の基本的
な経費を　計上。

商工費　4億 7,776 万円　2.5％

合計 391,633 円※市民一人当たりの換算額
目的ごとの主な使い道

民生費 147,370 円

子育て支援、
高齢者福祉など

総務費 60,855 円

江間工業用地整備、
地域づくり推進など

商工費 9,813 円

商工業支援、
観光振興など

農林業費 7,369 円

農業・林業の
支援、振興など

消防費 18,796 円

消防、防災など

衛生費 34,010 円

保健衛生、
ごみ処理など

土木費 35,846 円

道路や公園の
整備など

教育費 38,813 円

教育施設整備、
スポーツ振興など

公債費 35,185 円

借入金の返済など

その他 3,576 円

・議会費
・労働費
・災害復旧費

など

特定の事業の歳入歳出を処理するために
設置される会計

地方公営企業法の適用を受
け、利用者からの料金など
によって公共の利益を目的
に経営する事業会計

その他　1億 7,494 万円　0.9％
積立金

8億 9,113 万円　4.7％

農林業費　3億 5,877 万円　1.9％

自主
財源
50.4％

依存
財源
49.6％

繰越金　
6億 3,010 万円　3.2％

地方交付税
33億 2,177 万円

16.8％

国県支出金
36億 5,829 万円

12.9％

市債
14 億 6,920 万円

7.4％

譲与税・交付金
13億 7,986 万円　12.5％

【自主財源】市税など、
市が自主的に得ること
のできる財源。自主財源
が多いほど行政活動の
自主性と安定性を確保
できます。

【依存財源】国や県など
から交付されたり、割り
当てられたりする財源。

分担金および負担金
4億 1,478 万円　2.1％

使用料および手数料
3億 708 万円　1.6％

その他　5億 770 万円　2.6％

繰入金 12 億 3,786 万円　6.2％

※ 歳入と歳出の差額
7 億 3,966 万 円 は、
令和元年度に繰り越
して財源とします。

（※平成31年3月31日現在の人口48,686人で算出）
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□
健
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判
断
比
率

　

 

次
の
①
〜
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の
財
政
指
標
を
健

全
化
判
断
比
率
と
い
い
ま
す
。

① 

実
質
赤
字
比
率

　

 

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深

刻
度
を
示
し
ま
す
。
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連
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実
質
赤
字
比
率

　

 

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

③ 

実
質
公
債
費
比
率

　

 

借
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資

金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

④ 

将
来
負
担
比
率

　

 

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
ま
す
。

□ 

資
金
不
足
比
率

　

 

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の

不
足
額
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
が
わ
か
る

用
語
解
説

基金現在高 47 億 95 万円

（前年度比） -2 億 4,394 万円

市民一人当たり 96,557 円

一般会計における市債残高、基金残高の推移

基金残高（平成 30年度）

市債残高

基金残高

市債現在高 183億 1,475 万円

（前年度比） -1 億 894 万円

市民一人当たり 376,181 円

市債残高（平成 30年度）
基金残高（右目盛）市債残高（左目盛） （単位：億円）

… 市債のうち、実質的な市の借
金です。
… 市債のうち、将来的に国の交
付税の対象となる借金です。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

④将来負担比率

資金不足比率

36.4％

なし

なし

0％

0％

財政の健全性を示す指標

③実質公債費比率
（3カ年平均）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する
法律」に基づく 5つの指標を使って、財政
の健全性をチェックしたものです。

市が自分で改善努力をする 国などの関与で再生を目指す

イエロー
カード

レッド
カード

早期健全化基準 財政再生基準

伊豆の国市の健全化判断
比率・資金不足比率にお
いて、早期健全化基準を
超える数値はありません。

なし

7.2％

伊豆の国市はここ！
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問 総務課　☎ 055-948-1411

賞 学校 学年 名前
入
選

長岡中 3年 杉本聖那
大仁中 2年 小川夢叶、岡山桜

佳
作

長岡中 3年 小長谷聖

大仁中
3年 池谷華蓮
2年 渡辺紗恵、丹藤優

【中学生の部】 ※敬称略

杉本聖那 小川夢叶 岡山桜

伊豆の国市明るい選挙啓発ポスターコンクール

入賞作品決定！
　市内小中学校から 171 点の応募があり、
入選・佳作が決定。これに伴い、入選作品
は、静岡県のポスターコンクールに出展しま
した。
　たくさんの力作をご応募いただき、あり
がとうございました。

賞 学校 学年 名前

入
選

長岡南小 6年 吉田ゆめ
韮山南小 6年 小川幸愛、加藤凛
大仁北小 6年 杉本唯、矢田龍ノ介

佳
作

長岡南小 6年
鈴木叶、大藏ゆらり
植松心美、本田一成

大仁小 6年
加藤優奈、塩谷依千花
板倉萌果、内田弥玖

大仁北小 6年 山本千尋、林舞桜

【小学生の部】 ※敬称略

吉田ゆめ 加藤凛吉

杉本唯 小川幸愛 矢田龍ノ介

　このたびの台風 19 号により、市内では、床上・床下浸水、農作物冠水、
道路崩落、断水、停電など、各所で甚大な被害が発生しました。被災された
皆様は、生活再建のため、大変なご苦労をされていることと存じます。心よ
りお見舞い申し上げます。
　市としましても、一日も早い復旧に向けて全力で取り組んでおります。市
民の皆様、引き続き行政と手を携え、一丸となってこの難局を乗り越えてい
きましょう！

伊豆の国市長　小野登志子

力を合わせて頑張りましょう！ ～台風19号による災害を受けて～


